
残留農薬による中毒事件が多発し，食の安全への

信頼が揺らいでいます．食品安全検査の徹底のた

めには，食品中の残留農薬を迅速に測定できる分

析装置が必要です．われわれは．多面鏡型レーザー

イオン化質量分析という物理的手法で残留農薬を

短時間に測定する方法を開発しています．測定装置

の構成を図１，写真を図２に示します．

この方式は試料に対するスループットが高く，夾

雑物に強いため，前処理が簡略化できる可能性があ

ります．測定時間も短く，全体として農薬分析の迅

速化が図れると期待しています．現在，数種類の標

準農薬を用いて試験を進めています．除草剤である

クロルプロファムの測定例を図３に示します．

農薬試料のアセトン溶液を加熱蒸発装置にて蒸

発させ，高速電磁弁からヘリウムガスとともに真空

チャンバ内に射出．形成される分子ジェットに波長

213nmのパルスレーザ光を照射し，分子を光イオン

化します．これらのイオンの質量を飛行時間型質量

分析装置で測定し，質量スペクトルから農薬の種類

を同定します．0.1μg以下の検出感度が得られてい

ます．実際の食品検体に対応させるため，試料導入

装置の試作開発も進めています．まずは，食品マト

リクスに標準農薬を加えた模擬検体で農薬以外の

夾雑物の影響を調べる予定です．

図１　残留農薬迅速測定装置の構成

図２　残留農薬迅速測定の試験装置

図３　農薬クロルプロファムの質量スペクトル
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高感度汎用質量分析装置として，残留農薬分析，排気ガス分析，環境モニタリング，爆発

物検知，バイオ・創薬分野での質量分析など

食品中の残留農薬を迅速に測定する方法の研究です
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食品中残留農薬の迅速な測定法の開発


